
い　　　　 ぶ き(1) 平成28年10月 1 日第 83 号

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

医
者
が
福
音
書
を
翻
訳
す
る
と
・
・
・

宗
教
学
特
任
教
授
・
宗
教
主
事
　
　
小
　
田
　
武
　
彦

「
屋
根
裏
に
か
け
る
十
字
架
」

（
教
育
棟
二
階
に
展
示
中
の
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
遺
品
収
集
」
よ
り
）

元
東
北
大
学
医
学
部
助
教
授
で
、
岩
手
県
大
船
渡

市
で
開
業
医
を
し
て
い
る
山
浦
玄
嗣
（
は
る
つ
ぐ
）

氏
が
翻
訳
さ
れ
た
『
ガ
リ
ラ
ヤ
の
イ
エ
シ
ュ
ー
』

（
イ
ー
・
ピ
ッ
ク
ス
出
版
）
と
い
う
福
音
書
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
長
年
、
病
気
に
苦
し
む
人
に
関
わ
り
、

多
く
の
方
の
最
期
を
看
取
っ
て
き
た
被
災
地
の
医
者

が
、
一
人
で
も
多
く
の
日
本
人
に
「
喜
び
の
灯
を
と

も
す
」
イ
エ
ス
の
言
葉
を
届
け
た
い
と
、
渾
身
の
力

を
振
り
絞
っ
て
新
約
聖
書
の
中
の
四
つ
の
福
音
書
を

訳
し
直
し
た
も
の
で
す
。

「
二
〇
一
二
年
キ
リ
ス
ト
教
本
屋
大
賞
」
を
受
賞

し
た
本
書
は
、
イ
エ
ス
が
出
会
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
地

方
出
身
者
た
ち
や
彼
ら
の
生
き
た
時
代
背
景
が
現
代

人
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
と
、
わ
ざ
と
幕
末
か
ら

明
治
維
新
の
頃
に
使
わ
れ
て
い
た
日
本
語
を
用
い
て

訳
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
福
音
書
で
す
。
た
と
え
ば
、

会
話
以
外
の
説
明
や
描
写
に
は
、
当
時
の
公
用
語

「
関
東
武
家
階
級
の
言
葉
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
は
、
人
々
に
説
教
を
す
る
と
き
は
公
用
語
で

語
り
、
自
分
と
同
じ
ガ
リ
ラ
ヤ
出
身
の
弟
子
た
ち
と

話
す
と
き
に
は
東
北
弁
を
使
っ
て
い
ま
す
。
イ
ェ
ル

サ
レ
ム
の
人
々
は
京
都
弁
、
商
人
た
ち
は
大
阪
弁
、

ユ
ダ
ヤ
地
方
の
人
々
は
山
口
弁
、
ギ
リ
シ
ャ
人
は
長

崎
弁
、
ロ
ー
マ
人
は
鹿
児
島
弁
と
訳
し
分
け
て
あ
る

の
で
、
登
場
人
物
の
使
う
方
言
に
よ
っ
て
出
身
地
や

立
ち
位
置
が
透
け
て
見
え
て
き
ま
す
。

何
よ
り
も
私
が
こ
の
福
音
書
に
魅
了
さ
れ
た
の

は
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
な
る

ほ
ど
福
音
書
は
「
喜
び
の
便
り
」
な
ん
だ
と
実
感
さ

せ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
既
存
の
訳
語
に
引
き
ず
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

訳
し
直
し
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。キ

リ
ス
ト
教
を
理
解
す
る
鍵
は
、
イ
エ
ス
の
行
動

と
言
葉
に
あ
り
ま
す
。
奇
異
と
も
見
え
る
イ
エ
ス
の

行
動
を
説
き
明
か
す
重
要
な
単
語
の
一
つ
に
ス
プ
ラ

ン
ク
ニ
ゾ
マ
イ
と
い
う
動
詞
が
あ
り
ま
す
。
イ
エ
ス

の
行
動
の
動
機
や
、「
た
と
え
話
」
の
中
で
神
が
何

を
最
優
先
し
て
い
る
か
を
示
す
た
め
だ
け
に
使
わ
れ

て
い
る
特
別
な
言
葉
で
す
。
内
臓
や
腸
（
は
ら
わ
た
）

を
意
味
す
る
名
詞
ス
プ
ラ
ン
ク
ノ
ン
を
動
詞
化
し
た

言
葉
で
す
。

一
例
と
し
て
、
マ
ル
コ
福
音
書
一
章
に
書
か
れ
て

い
る
出
来
事
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
使
わ
れ
方
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
当
時
、
人
々
か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
見
捨

て
ら
れ
て
い
た
重
い
皮
膚
病
を
患
っ
て
い
た
人
と
出

会
っ
た
イ
エ
ス
は
、
ま
ず
手
を
差
し
伸
べ
て
そ
の
人

に
触
れ
、
そ
れ
か
ら
清
め
の
宣
言
を
し
て
癒
し
ま
す
。

病
気
に
よ
っ
て
骨
が
変
形
し
肌
が
醜
く
た
だ
れ
て
い

る
人
に
、
イ
エ
ス
が
な
ぜ
敢
え
て
触
れ
た
の
か
を
示

す
重
要
な
言
葉
が
ス
プ
ラ
ン
ク
ニ
ゾ
マ
イ
で
す
。
諸

教
派
の
教
会
が
使
用
し
て
い
る
聖
書
で
は
、「
深
く

あ
わ
れ
ん
で
」（
日
本
聖
書
協
会
『
聖
書
口
語
訳
』）

と
か
「
深
く
憐
れ
ん
で
」（
同
『
聖
書
新
共
同
訳
』）、

「
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
て
」（
い
の
ち
の
こ
と
ば
社

『
聖
書
新
改
訳
』）
と
訳
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
私
は

こ
れ
ら
の
訳
に
、
ど
う
し
て
も
「
上
か
ら
目
線
」
を

感
じ
て
し
ま
い
、
違
和
感
を
拭
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
を
山
浦
氏
は
「
腸
（
は
ら
わ
た
）
も
千
切
れ
る

ほ
ど
気
の
毒
に
思
い
な
さ
り
」
と
訳
し
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
が
辛
い
立
場
に
置
か
れ
た
人
と
出
会
う
と
、

居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
ず
に
近
づ
き
、
触
れ
た
り

抱
き
と
め
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。「

聖
書
を
読
む
」
と
い
う
響
き
が
ど
う
も
苦
手
だ

と
い
う
方
に
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
の
ナ
ツ
ェ
ラ
ッ
ト
出
身

の
イ
エ
ス
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
姿
を
生
き
生
き
と
描

い
た
小
説
『
ナ
ツ
ェ
ラ
ッ
ト
の
男
』（
ぷ
ね
う
ま
舎
）

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。「
第
二
四
回B

unkam
ura

ド
ゥ
マ
ゴ
文
学
賞
」
を
受
賞
し
た
「
目
か
ら
う
ろ
こ

が
落
ち
る
」
話
題
作
で
す
。



2
0
1
5
年
度
の
活
動
内
容
を
ご
報

告
致
し
ま
す
。

【
2
0
1
5
年
度
活
動
報
告
】

★
2
0
1
5
年
4
月
8
日

○
臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
研
究
教
育
セ
ン
タ

ー
講
演
会
（
テ
ー
マ：
一
人
の
子
供

の
病
気
は
、
家
族
全
体
の
痛
み
）
へ

の
協
力
（
ド
イ
ツ
語
同
時
通
訳：
土

居
由
美
）

★
4
月
9
日

看
護
専
門
学
校
入
学
式

★
4
月
13
日

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

★
5
月
26
日

新
入
生
歓
迎
会

★
6
月
13
日

「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文

化
研
究
所
協
議
会
」
第
28
回
連
絡
会

議
に
力
石
セ
ン
タ
ー
長
出
席

★
6
月
25
日

第
6
回
「
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
触
れ

る
つ
ど
い
」（
C
C
倶
楽
部
）

「
ロ
ト
7
に
神
の
怒
り
！
〜
キ
リ
ス

ト
教
音
楽
の
楽
し
み
と
苦
し
み
〜
」

講
師
　
伊
藤
高
章
先
生

（
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
）

★
8
月
8
日
〜
9
日

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会
主
催
「
第

31
回
カ
ト
リ
ッ
ク
医
療
関
連
学
生
セ

ミ
ナ
ー
in
岡
山
」
へ
の
参
加
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キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
活
動
状
況
（
平
成
27
年
度
）

▲新入生歓迎会にて ▲新入生歓迎会の食事風景

▲臨床パストラル教育研究センター講演会のポスター

▲第31回カトリック医療関連学生セミナー in 岡山にて



★
10
月
1
日

機
関
誌
「
い
ぶ
き
」
82
号
発
刊

★
10
月
1
日

「
解
剖
ご
遺
体
追
悼
ミ
サ
」
へ
の
協

力
・
参
加

★
10
月
2
日

「
創
立
者
故
・
ス
テ
フ
ァ
ノ
明
石
嘉

聞
博
士
と
亡
く
な
ら
れ
た
す
べ
て
の

教
職
員
学
内
追
悼
ミ
サ
」
へ
の
協

力
・
参
加

★
10
月
16
日

第
7
回
「
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
触
れ

る
つ
ど
い
」（
C
C
倶
楽
部
）

「
ア
ッ
シ
ジ
〜
今
こ
そ
知
り
た
い
平

和
の
使
者
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
〜
」

講
師
　
Sr．

重
藤
悠
美
子

（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
）

★
11
月
30
日

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
及
び
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
★
12
月
11
日

第
8
回
「
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
触
れ

る
つ
ど
い
」（
C
C
倶
楽
部
）

「
キ
リ
ス
ト
教
と
音
楽
―
シ
ュ
バ
イ

ツ
ア
ー
と
バ
ッ
ハ
」

電
子
ピ
ア
ノ

手
計
順
（
医
大
2
年
）

案
内
　
土
居
由
美
氏

（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
）

★
12
月
20
日

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
看
護
専
門

学
校
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

い　　　　 ぶ き(3) 平成28年10月 1 日第 83 号

▲クリスマスの集い

▲病院で行われる看護専門学校学生によるキャンドルサービス
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平
成
27
年
4
月
に
キ
リ
ス
ト
教
文
化

セ
ン
タ
ー
の
規
定
が
改
訂
さ
れ
、
キ
リ

ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
は
「
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
ケ
ア
に
関
す
る
研
究
お
よ
び
講

演
会
等
の
開
催
と
と
も
に
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
に
関
連
す
る
事
項
を
業
務
と

し
て
行
う
」
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
平
成
26
年
4
月
に
締
結
さ
れ
た
聖

マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
と
上
智
大
学
と

の
包
括
連
携
協
定
、
お
よ
び
同
年
10
月

1
日
に
締
結
さ
れ
た
「
聖
マ
リ
ア
ン
ナ

医
科
大
学
と
上
智
大
学
と
の
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
人
材
養
成
に
係
る
個
別
協
定
」
に

基
づ
い
て
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

病
院
は
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究

所
・
人
材
養
成
講
座
の
集
中
実
習
を
受

け
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
キ
リ
ス
ト
教
文

化
セ
ン
タ
ー
は
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
研
究
所
・
人
材
養
成
講
座
、
集
中
実

習
の
受
け
入
れ
を
担
当
す
る
部
署
と
し

て
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
病
院
長
の

指
揮
下
、
看
護
部
や
緩
和
医
療
学
（
愛

和
病
院
）
寄
附
講
座
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
部
署
の
ご
協
力
を
得
て
、
院
内

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
・
各
種
事
務
手

続
き
・
実
習
生
と
の
や
り
取
り
や
学
内

で
の
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
・

情
報
の
収
集
な
ど
も
始
め
て
い
ま
す
。

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
・

人
材
養
成
講
座
の
集
中
実
習
の
受
け
入

れ
は
、
春
・
夏
年
2
回
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
7
日

間
の
実
習
日
程
の
う
ち
5
日
間
が
本
学

で
行
わ
れ
、
こ
の
間
、
基
本
的
に
実
習

生
5
〜
6
名
と
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー

3
名
が
本
学
で
実
習
を
共
に
し
ま
す
。

内
容
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
病
院
長
に
よ
る
本
大
学
病
院

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
午
前
中
は
教

育
棟
の
セ
ミ
ナ
ー
室
を
拠
点
と
し
た
実

習
生
間
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ

れ
、
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
の
午
後
に
は
、

大
学
病
院
に
入
院
し
て
お
ら
れ
る
方
々

を
は
じ
め
と
す
る
患
者
さ
ん
と
実
習
生

が
お
会
い
し
て
お
話
を
さ
せ
て
頂
く
と

い
う
体
験
が
重
ね
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
、
金
曜
日
午
後
に
は
、
本
学
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
講
義
の
時
間
も
あ
り
ま

す
。
講
義
テ
ー
マ
は
本
学
に
一
任
さ
れ

て
お
り
、
受
け
入
れ
第
1
回
目
は
力
石

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
長
が
臓
器

提
供
と
移
植
医
療
の
普
及
の
必
要
性
を

述
べ
た
後
、
土
居
非
常
勤
講
師
が
我
が

国
に
お
い
て
臓
器
提
供
が
西
欧
諸
国
と

比
較
し
て
著
し
く
少
な
い
理
由
を
、
文

化
・
宗
教
的
な
側
面
か
ら
考
察
し
ま
し

た
。
第
2
回
目
は
、
麻
酔
科
の
西
木
戸

講
師
が
、
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
症
例

を
紹
介
し
、
実
習
生
に
共
に
考
え
て
も

ら
う
と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
、
臨
床

現
場
に
生
じ
る
多
様
な
課
題
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。
第
3
回
目
は
小
児
外
科

の
長
江
助
教
が
、
病
院
に
お
け
る
動
物

に
よ
る
患
者
ケ
ア
の
可
能
性
に
つ
い
て

解
説
し
、
実
際
に
本
大
学
病
院
の
勤
務

犬
「
ミ
カ
」
を
同
伴
し
て
実
習
生
に
触

れ
て
も
ら
う
機
会
を
作
り
ま
し
た
。
ミ

カ
は
実
習
生
に
も
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ

ー
に
も
大
人
気
で
、
セ
ミ
ナ
ー
室
ま
で

来
て
く
れ
た
ミ
カ
に
触
れ
て
癒
さ
れ
る

と
い
う
体
験
を
実
習
参
加
者
皆
が
あ
じ

わ
い
ま
し
た
。

現
在
、
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研

究
所
の
集
中
実
習
は
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医

科
大
学
病
院
以
外
に
も
三
つ
の
病
院
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
院
は
病
院
全

体
が
協
力
し
て
実
習
を
受
け
入
れ
て
い

る
と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
、
実
習
生
か

ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
集
中
実
習
受
け
入
れ
に
つ
い
て

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
　

土
　
居
　
由
　
美

▲上智大学グリーフケア研究所の実習生の皆さん

�
勤
務
犬
「
ミ
カ
」

大
天
使
ミ
カ
エ
ル
の
名
前
か
ら
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次
の
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
7
月
10
日
購
入

●
古
巣
馨
著

「
ユ
ス
ト
高
山
右
近
」

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社

●
ピ
ー
タ
ー
・
ピ
オ
ッ
ト
著

「N
o
Tim
e
To
Lose

」

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会

平
成
28
年
5
月
27
日
購
入

●
溝
部
脩
著

『
青
年
と
読
む
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
』
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社

キリ文でおしゃべりする学生

非常勤講師の先生と

待降節の一コマ

お菓子のツリー作り

電子ピアノを弾く学生

クリスマスの馬小屋・食べられたお菓子の家
アドヴェントカレンダー
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昨
年
の
「
い
ぶ
き
」
で
も
紹
介
し
ま

し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー

で
は
、
2
0
1
4
年
度
か
ら
、
新
し
い

活
動
と
し
て
「
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
触

れ
る
集
い：

C
hristian

C
ulture

C
lub

（
略
称
C
C
倶
楽
部
）」
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
普

及
や
信
仰
を
め
ざ
す
の
で
は
な
く
、
純

粋
に
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
楽
し
む
こ
と

を
目
的
と
し
た
講
演
な
い
し
は
音
楽
演

奏
な
ど
と
、
そ
の
後
の
軽
食
・
雑
談
か

ら
な
る
会
で
す
。
学
生
・
教
職
員
の
方

は
ど
な
た
で
も
歓
迎
で
あ
り
、
学
内
の

異
業
種
交
流
的
な
役
割
を
担
え
る
よ
う

に
な
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
西

洋
を
中
心
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
文
化

は
、
現
代
の
我
々
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
我
々
の
専
門
分
野
で

あ
る
医
学
・
医
療
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

影
響
は
科
学
・
音
楽
・
美
術
・
文
学
・

建
築
な
ど
、
実
に
幅
広
い
分
野
に
及
び

ま
す
。
C
C
倶
楽
部
で
は
、
そ
の
ご
く

一
部
を
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
り
、

楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

○
第
6
回

「
ロ
ト
7
に
神
の
怒
り
！
〜
キ
リ
ス

ト
教
音
楽
の
楽
し
み
と
苦
し
み
〜
」

（
6
月
25
日
）

講
師：

伊
藤
高
章
先
生

（
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
）

○
第
7
回

「
ア
ッ
シ
ジ
〜
今
こ
そ
知
り
た
い
平

和
の
使
者
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
〜
」（
10
月
16
日
）

講
師
　
Sr．

重
藤
悠
美
子

（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
第
8
回

「
キ
リ
ス
ト
教
と
音
楽
―
シ
ュ
バ
イ

ツ
ア
ー
と
バ
ッ
ハ
」（
12
月
11
日
）

オ
ル
ガ
ン

手
計
順
（
医
学
部
2
年
）

案
内
　
土
居
由
美
氏

（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
）

C
hristian

C
ulture

C
lub

（
略
称：

C
C

倶
楽
部
）
の
報
告

PPPPP

PPPPP

P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
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P
P
P
P
P
P
P
P
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P
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P
P
P
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CC倶楽部の歓談

4
月
8
日
、
ド
イ
ツ
の
ビ
ョ
ル
ン
・

シ
ュ
ル
ツ
財
団
のThüm

m
ler

（
テ
ュ

ム
ラ
ー
）
さ
ん
一
家
に
よ
る
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
講
演
は
、
臨
床
パ

ス
ト
ラ
ル
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
キ

リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
依
頼
に

よ
り
本
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
セ
ン
タ
ー
は
講
演
会
の
開
催
ア

レ
ン
ジ
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
通
訳
（
土
居

氏
）
で
協
力
を
し
ま
し
た
。

講
演
は
「
一
人
の
子
供
の
病
気
は
、

家
族
全
体
の
痛
み
」
と
題
す
る
も
の
で
、

ビ
ョ
ル
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
財
団
に
よ
っ

て
、
ベ
ル
リ
ン
に
ド
イ
ツ
で
初
め
て
設

立
さ
れ
た
子
供
ホ
ス
ピ
スSonnenhof

（
ゾ
ン
ネ
ン
ホ
ー
フ
）
の
活
動
を
め
ぐ

る
内
容
で
し
た
。
講
演
者
で
あ
る
テ
ュ

ム
ラ
ー
さ
ん
の
次
男
マ
ッ
ク
ス
さ
ん

は
、
2
歳
の
時
に
白
血
病
と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。
闘
病
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
家

族
は
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み

を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
あ
る

夏
、
マ
ッ
ク
ス
さ
ん
と
兄
の
フ
ロ
ー
リ

ア
ン
さ
ん
だ
け
で
シ
ュ
ル
ツ
財
団
の
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
か
ら
そ
の
闘
病
生

活
に
変
化
が
生
じ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ

を
通
し
て
、
が
ん
で
治
療
中
の
子
供
も

健
康
な
子
供
も
区
別
な
く
皆
で
互
い
に

関
わ
り
、
共
に
過
ご
す
こ
と
の
重
要
性

を
体
感
し
、
家
族
の
関
係
が
良
い
方
向

に
変
化
し
て
い
っ
た
の
だ
と
い
い
ま

す
。
母
親
の
ハ
イ
ケ
さ
ん
は
、
難
病
の

子
ど
も
を
も
っ
て
苦
し
む
多
く
の
家
族

に
こ
の
体
験
を
伝
え
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
シ
ュ
ル
ツ
財
団
で
働
く
こ
と
を
決

意
し
、
フ
ロ
ー
リ
ア
ン
さ
ん
と
白
血
病

を
克
服
し
た
マ
ッ
ク
ス
さ
ん
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
同
財
団
で
音
楽
活
動

を
通
じ
た
患
者
や
家
族
に
対
す
る
奉
仕

を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
演
会
に
は
主
と

し
て
小
児
科
・
小
児
外
科
に
勤
務
す
る

医
師
・
看
護
師
が
参
加
し
ま
し
た
。
現

場
で
働
く
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
多
く

の
示
唆
に
富
む
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

力
石
　
辰
也

臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
講
演
会

（
テ
ー
マ：

一
人
の
子
供
の
病
気
は
、
家
族
全
体
の
痛
み
）講演会でスピーチを行うテュムラーファミリー

通訳の土居さん
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臨
床
実
習
で
回
っ
て
い
た
腎
泌
尿
器

外
科
学
・
力
石
教
授
（
キ
リ
ス
ト
教
文

化
セ
ン
タ
ー
長
）
の
お
誘
い
で
、
初
め

て
カ
ト
リ
ッ
ク
医
療
関
連
学
生
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
前
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
も
な

い
自
分
が
出
席
し
て
違
和
感
が
な
い
か

心
配
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
医
療
、
福

祉
に
従
事
す
る
と
い
う
事
の
責
任
と
自

覚
を
促
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
に
進

学
し
た
の
は
、
母
の
強
い
勧
め
が
あ
っ

た
事
も
一
因
で
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
に
学
ん
だ
母
は
、
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
来
日
の
際
、
母
校
で
マ
ザ
ー
に
お
会

い
し
、
そ
の
講
演
を
拝
聴
し
て
、
深
く

傾
倒
し
て
い
ま
し
た
。
母
は
、「
マ
リ

ア
様
、
い
や
な
こ
と
は
私
が
」、「
世
の

光
、
地
の
塩
と
な
れ
」
と
い
う
言
葉
を

座
右
の
銘
に
し
て
お
り
、
私
に
も
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ
事
を
強
く
望

ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
こ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
何
か
の
ご
縁
と

思
い
、
印
象
に
残
っ
た
点
に
つ
い
て
、

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
会
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
、
明
治
の
福
祉
家
、
石
井
十
次
先
生

の
生
涯
を
描
い
た
映
画
で
す
。
学
会
の

開
催
地
・
岡
山
は
多
く
の
福
祉
家
を
生

ん
だ
土
地
で
す
が
、
そ
の
代
表
と
な
る

の
が
、
石
井
先
生
で
す
。
現
在
の
日
本

で
も
児
童
養
護
施
設
な
ど
は
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
福
祉
と
い
う

概
念
が
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
明

治
時
代
に
こ
う
し
た
道
を
切
り
拓
く
事

は
、
現
代
か
ら
は
想
像
を
絶
す
る
困
難

さ
を
伴
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
先
生

は
初
め
医
師
を
め
ざ
し
、
医
学
の
道
に

進
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
の

受
洗
と
共
に
、
医
学
を
捨
て
、
福
祉
の

道
に
邁
進
さ
れ
ま
す
。
同
じ
医
学
を
学

ぶ
者
と
し
て
、
こ
の
決
断
の
重
さ
を
深

く
考
え
る
と
共
に
、
社
会
背
景
と
い
う

も
の
の
重
み
を
考
え
ま
す
。

先
生
が
活
躍
さ
れ
た
の
は
明
治
２
２

年
頃
で
、
混
沌
と
し
た
社
会
が
伺
え
ま

す
。
篤
志
家
の
寄
付
を
頼
り
に
活
動
す

る
ほ
か
な
い
時
代
に
、
独
立
自
活
を
目

指
し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
今
の

福
祉
に
お
い
て
も
最
も
大
切
な
の
は
、

こ
の
「
独
立
自
活
」
と
い
う
事
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
事
が
人
間
の
自
尊
心
に

一
番
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
そ

の
こ
と
を
明
治
時
代
に
す
で
に
実
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
代
が
進
み
、
福
祉
が

充
実
し
、
種
々
の
問
題
は
確
か
に
解
決

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
新
た
な

問
題
と
し
て
貧
困
が
連
鎖
し
、
何
代
に

も
続
い
て
い
く
よ
う
な
実
例
を
目
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先

生
の
提
唱
さ
れ
た
、
教
育

と
労
働
、
こ
れ
が
い
つ
の

時
代
で
も
、
解
決
の
一
番

の
得
策
の
様
に
思
い
ま
す
。

今
回
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
、
医
師
と
し
て

病
気
を
診
る
、
患
者
さ
ん

を
診
る
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る

社
会
を
見
て
、
活
動
の
幅

の
広
い
医
師
を
め
ざ
す
べ

く
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
医
療
関
連
学
生
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

医
学
部
6
年

三
　
原
　
治
　
人
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�
学
会
の
合
間
に
後
楽
園
で



普
段
は
静
か
な
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
は
12
時
30
分

に
な
る
と
賑
や
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。
午
前
中
の
授
業
を
終

え
た
学
生
さ
ん
た
ち
が
、
お
し
ゃ
べ
り
に
来
た
り
、
ご
飯
を

食
べ
に
来
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
常
連
さ
ん
も
い
れ
ば
、
初

め
て
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

平
成
27
年
か
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
は
看
護

専
門
学
校
も
対
象
と
す
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
規
定
で
明
確

化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
看
護
専
門
学
校
の
生
徒
さ
ん
も
訪
れ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
・
彼
女
ら
は
キ
リ
文

で
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
菓
子
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
リ
ラ

ッ
ク
ス
す
る
と
と
も
に
、
息
抜
き
の
会
話
を
し
、
時
に
は
真

剣
な
議
論
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
歓
迎
会
・
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
行
事
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
気
な
い

日
常
の
中
に
、
キ
リ
文
が
学
生
さ
ん
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

今
号
の
「
い
ぶ
き
」

の
編
集
で
も
、
こ
れ

ら
の
行
事
や
日
常
を

記
録
し
た
写
真
を
掲

載
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
が
、
良
い
写
真

が
少
な
い
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
キ
リ

文
の
ス
タ
ッ
フ
も
行

事
や
日
常
を
楽
し
ん

で
い
て
、
写
真
を
撮

る
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

キ
リ
文
便
り
（
編
集
後
記
）
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大
野
教
会

文と絵　岩下光幸　(キリスト教文化センター)
丘陵地の静かな森の中にひっそりとたたずみ、一見民家を思わせるようなこの素朴な建物は、長崎市

内から車で1時間ほど離れた西彼杵半島西岸の下大野町にある古い教会である。
この教会は、旧西彼杵郡外海町にあるカトリック出津教会の巡回教会として、上浦・大野地区の信徒

のために、ド・ロ神父が設計し、信徒の奉仕によって1893年（明治26年）に建てられた。
2008年には国の重要文化財に指定され、ユネスコ世界遺産暫定リスト「長崎教会群とキリスト教関連

遺産」の一つにもなっている。この教会は、ド・ロ神父が独自に考案された「ド・ロ壁」で地元の自然
石を用い、漆喰で固めたものでできているのが特徴である。正面は強風を避けるために壁とし、側面か
ら出入りする造りとなっている。

発
行

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー

〒
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